


　天正元年（1573）９月
あざ　い

浅井氏滅亡後、湖北（滋賀県の北部）を支配
したのは、羽柴（豊臣）秀吉であった。姉川合戦と

  
お  だに

小谷城攻めで手柄
をあげた秀吉は、その功績によって浅井氏の領国の大部分を与えら
れ小谷城に入った。そして翌天正２年夏にはすでに今浜（長浜市公
園町付近）に築城を開始している。秀吉が湖岸に城を移した理由
は、琵琶湖の舟運を重視した領国経営にあったと考えられる。秀吉の
築城については、当時の絵図や古文書がほとんど伝来せず、不明な
部分が多い。材木は

ちくぶし ま

竹生島などから運んできたことや、石垣用の石材
は領内から集められ、石仏や五輪塔などの墓石まで使用されたと考
えられている。長浜城は天正3年（1575）頃に完成したと考えられ、
秀吉は地名を「長浜」と改めて天正10年（1582）まで在城した。

　長浜城は、天正10年（1582）6月には
きよ す

清洲会議で
しば た かついえ

柴田勝家に譲ら
れ、勝家の甥勝豊が入城したが、はやくもその年の12月、秀吉は勝
豊を攻めて、翌年４月に行われた柴田勝家との

しず  が たけ

賤ヶ岳合戦に際して
は、その軍事拠点としている。
　天正13年（1585）から18年（1590）まで

やまうち かずとよ

山内一豊が城主となり、
その移封後は次第に荒廃し、湖北真宗門徒の惣会所が城内に設けら
れたともいう。この時期湖北は、佐和山城主石田三成（長浜市石田町
出身）の支配下に入っている。
　慶長11年（1606）には、徳川家康の異母弟

ないとう のぶなり

内藤信成が城主となり
大修築を行う。慶長17年（1612）その子信正が城主となるが、

げん な

元和元
年（1615）摂津高槻城への移封によって、長浜城は湖北支配の役割
を彦根城に譲りその使命を終えた。
　廃城後、石垣・櫓材は彦根城などに運ばれ、長浜城は完全に失わ
れた。長浜大通寺台所門や知善院表門（いずれも市指定文化財）な
どはその遺構と伝えられる。

　現在の長浜城は、故東京工業大学名誉教授藤岡通夫工学博士の
設計指導により、昭和58年（1983）に再興され、「市立長浜城歴史
博物館」として開館。本館の外観は、2層の大屋根に望楼をのせた初
期天守の様式で、「秀吉の長浜城」を再興しようという市民の熱望に
よって天正期の城郭を想定し建築されている。平成18年（2006）2
月、「長浜市長浜城歴史博物館」に改称。

　湖北・長浜の歴史と文化について、その一部を紹介します。

　湖北地域は、古くから様々な生活相を示しながら、生成・発展してきまし
た。山麓や低地では、すでに縄文時代から人々の暮らしぶりを示す遺物が
確認されています。

　湖北は、室町時代から安土桃山時代
にかけて、織田信長、豊臣秀吉の天下統
一への戦乱のなかに巻きこまれていき
ました。とくに長浜は、秀吉が一国一城の
主となった最初の拠点であり、秀吉によ
る城下町経営の基盤が築かれました。

　安土桃山時代から江戸時代は、海北友松
や小堀遠州など湖北出身者が「中央」でそ
の才能を開花させた時期であり、また江戸
時代中期以降の発展する長浜町とその周
辺地域で庶民文化を育んできた時期でも
ありました。

　国友鉄砲鍛冶集団は、近世の胎動過程
で堺と並ぶ火縄銃の二大生産地の一つと
して重要な役割をにないました。また、鉄
砲鍛冶師でありながら日本で初めて反射
望遠鏡を作り、月面や太陽黒点の観測を
行った江戸後期の国友一貫斎は、高く評
価されています。

　明治維新をむかえた長浜は、織物
工業でたくわえられた経済力によって、
いちはやく近代化のあゆみをはじめ
ました。
　明治4年（1871）には県下初の小学
校が創立され、明治10年（1877）には

　奈良時代から安土桃山時代にかけて、湖北の人々は様々な仏教信仰を
受容し、自然への信仰や氏神を中心とする土着の神衹信仰などとのまじわ
りのなかで質・量ともに豊富な湖北の宗教文化がつくりだされました。

　浅井氏は、もともと守護大名京極氏の家臣でしたが、大永３年（1523）以
降、京極氏の内紛に乗じて台頭し、湖北の戦国大名となりました。小谷城を
居城とし、その後亮政・久政・長政と三代にわたり、政権を維持しますが、元
亀元年（1570）の姉川合戦に敗北、その3年後には織田信長の総攻撃にあ
い滅亡しました。

※２階展示室は、展示替を行って順次紹介していますので必ずしも
上記のテーマが展示されているとは限りません。

国立銀行が設けられました。明治15年（1882）に鉄道が開通し、さらにそれ
にともなって琵琶湖を鉄道連絡船が運航することにより、長浜は近代交通の
要所となりました。郡役所や郵便局などの近代的な公共施設もあいついで
整備され、長浜はめざましい変貌をとげていきました。
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